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充てん断熱と外断熱の室内壁表面温度の違い（写真提供：旭化成建材）

　

Ｓ
Ｈ
Ｓ
工
法
か
ら
始
ま
っ
た
木
造
の
外
断
熱
工
法
が
こ
の
と
こ
ろ
注
目
さ
れ
て
い
る
。
気
密
性
能
を
確
保
し
や
す
い
、
熱

橋
が
ほ
と
ん
ど
起
き
な
い
、
木
材
腐
朽
の
心
配
が
な
い
、
ユ
ー
ザ
ー
に
わ
か
り
や
す
い
な
ど
の
魅
力
に
加
え
、
ウ
レ
タ
ン
や

フ
ェ
ノ
ー
ル
断
熱
材
の
登
場
で
、
断
熱
厚
を
薄
く
抑
え
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
樹
脂
系
断
熱
材
を
使
う
場

合
に
は
、
使
用
す
る
ガ
ス
が
地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
外
装
材
が
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
外
断
熱
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
中
心
に
主
な
断
熱
材
と
工
法
に
つ
い
て
比
較
し
た
。

　

木
造
の
外
張
り
断
熱
工
法

（
以
下
外
断
熱
）
は
、
構
造

躯
体
の
外
側
に
断
熱
材
を
張

り
、
家
全
体
を
す
っ
ぽ
り
包
む

工
法
を
言
う
が
、
正
確
な
定
義

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
壁
は
外
断
熱
で
も
屋
根
・
天

井
部
は
充
て
ん
の
天
井
断
熱
を

採
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
一

般
的
に
は
外
壁
に
外
張
り
し
た

場
合
、
外
断
熱
と
称
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
だ
。

　

ま
ず
、
外
断
熱
と
充
て
ん
断

熱
の
違
い
を
赤
外
線
熱
画
像
装

置
で
撮
影
し
た
室
内
の
画
像
で

見
て
い
き
た
い
。
写
真
の
二
棟

は
い
ず
れ
も
旭
川
市
で
、
同
じ

日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
撮

影
さ
れ
た
。
測
定
時
の
外
気
温

と
室
温
な
ど
の
条
件
は
充
て
ん

断
熱
が
マ
イ
ナ
ス
八
・
八
℃
、

二
一
℃
、
外
断
熱
が
マ
イ
ナ
ス

八
・
一
℃
、
二
三
℃
。

　

充
て
ん
断
熱
の
室
内
表
面
温

度
分
布
は
、
断
熱
補
強
さ
れ
て

い
な
い
胴
差
部
分
と
、
そ
こ
か

ら
立
ち
上
が
る
間
柱
が
熱
橋
と

な
っ
て
温
度
低
下
が
ハ
ッ
キ
リ

現
れ
て
い
る
。
た
だ
断
熱
・
気

断
熱
材
�
断
熱
厚
�
�
�

　

外
断
熱
は
断
熱
材
の
メ
ー
カ

ー
ご
と
に
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

微
妙
に
異
な
り
、
充
て
ん
断
熱

の
よ
う
な
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
新
在
来
木
造
構
法
）
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
断

熱
材
の
納
ま
り
に
つ
い
て
は
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
。

　

工
法
を
選
ぶ
場
合
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
壁
の
断
熱

厚
だ
。
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
の

住
宅
金
融
公
庫
仕
様
書
に
よ
る

基
準
値
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
断
熱
材
ご
と
に
断
熱
厚
を
計

算
す
る
と
、
押
出
系
は
Ｂ
３
種

で
八
二
㍉
、
ウ
レ
タ
ン
は
五
六

㍉
〜
七
〇
㍉
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
は

五
八
㍉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
は
押
出
系
で
七
五
㍉
、

ウ
レ
タ
ン
系
で
五
〇
、
六
二
、

七
〇
㍉
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
で
五

〇
、
六
〇
㍉
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
工
法
と
し
て
の
評
定
取
得

な
ど
で
各
社
が
薄
手
化
を
実
施

し
て
い
る
。
断
熱
材
の
薄
手
化

は
外
装
材
の
支
持
と
も
大
き
く

関
わ
っ
て
お
り
、
屋
根
断
熱
厚

と
と
も
に
薄
け
れ
ば
薄
い
ほ
ど

施
工
性
が
良
い
こ
と
に
な
る
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議

以
降
、
特
に
重
要
と
な
っ
て
い

る
の
が
フ
ロ
ン
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
対
策
だ
。
特
定
フ
ロ
ン

�
�
�
�
�
非
�

�
�
系
�
過
渡
期

外断熱ビルダーインタビュー

㈱キクザワ　菊澤　里志社長

密
施
工
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

た
め
、
胴
差
部
分
の
室
内
表
面

温
度
は
ほ
ぼ
計
算
値
通
り
の
一

六
℃
程
度
を
維
持
し
て
い
る
。

か
ら
代
替
フ
ロ
ン
へ
そ
し
て
非

フ
ロ
ン
系
ガ
ス
へ
と
各
社
の
取

り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

ガ
ス
問
題
は
断
熱
性
能
の
維

持
な
ど
断
熱
材
の
性
能
と
深
く

関
わ
る
技
術
的
課
題
で
、
ま
た

生
産
設
備
の
更
新
に
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
だ
け
に
、
メ
ー
カ

ー
に
と
っ
て
重
荷
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
事
実
だ
。
こ
の
よ
う

な
中
、
先
行
し
て
い
る
メ
ー
カ

ー
は
環
境
配
慮
を
前
面
に
打
ち

出
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
多

く
が
非
フ
ロ
ン
系
の
Ｈ
Ｃ
ガ
ス

な
ど
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

発
泡
系
と
は
異
な
り
、
繊
維

系
は
ガ
ス
問
題
は
な
い
。
原
材

料
も
多
く
が
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ

ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
問

題
で
は
強
み
が
あ
る
。
た
だ
、

高
密
度
・
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
で
も
断
熱
厚
は
一
〇
〇
㍉
以

上
と
な
る
た
め
、
専
用
の
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
な
ど
が
必
要
だ
。
ま
た

メ
ー
カ
ー
は
充
て
ん
＋
付
加
断

熱
を
推
進
す
る
例
が
多
い
。

　

気
密
工
法
に
つ
い
て
は
外
装

下
地
の
合
板
な
ど
の
上
か
ら
ポ

リ
シ
ー
ト
を
張
る
か
、
合
板
を

テ
ー
プ
止
め
し
て
気
密
層
と
す

る
か
で
対
応
が
分
か
れ
て
い

る
。
北
海
道
の
場
合
、
安
全
を

考
え
て
ポ
リ
シ
ー
ト
を
使
う
ほ

う
が
い
い
よ
う
だ
。

　

以
前
か
ら
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

に
比
べ
て
在
来
軸
組
の
気
密
化

施
工
は
手
間
が
か
か
る
と
感
じ

て
い
た
が
、
間
取
り
の
自
由
度

の
点
で
在
来
工
法
は
続
け
た
か

っ
た
。
そ
こ
で
外
断
熱
工
法
な

ら
気
密
施
工
の
簡
略
化
が
図
れ

る
と
判
断
、
採
用
し
た
。
材
料

の
寸
法
安
定
精
度

が
高
い
こ
と
、
コ

ス
ト
が
比
較
的
安

い
こ
と
、
現
場
で

カ
ッ
ト
し
や
す
い

こ
と
、
メ
ー
カ
ー

側
の
協
力
体
制
な

ど
か
ら
カ
ネ
ラ
イ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
選

択
し
た
。
特
に
メ

ー
カ
ー
側
か
ら
は

施
工
の
合
理
化
に

関
し
て
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
内

容
が
実
際
に

製
品
に
反
映

さ
れ
る
な
ど

非
常
に
助
か

っ
た
。

　

施
工
時
の

注
意
点
と
し

て
は
、
通
気

胴
縁
を
ビ
ス

止
め
し
た
時

に
、
ビ
ス
が

斜
め
に
入
っ

て
い
な
い
か

を
必
ず
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
。
間
柱
は
幅
が

狭
い
の
で
、
胴
縁
と
間
柱
の
位

置
が
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
施
工
ミ

ス
を
放
っ
て
お
く
と
木
割
れ
な

ど
が
生
じ
る
上
、
外
装
材
の
支

持
力
に
問
題
が
出
る
。
当
社
で

は
内
壁
施
工
前
に
す
べ
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
。

　

外
断
熱
の
住
宅
は
全
体
の
約

半
数
。
軸
組
充
填
断
熱
に
比
べ

れ
ば
コ
ス
ト
は
割
高
に
な
る
の

で
、
予
算
の
関
係
で
外
断
熱
を

あ
き
ら
め
る
場
合
も
あ
る
。

特　集

充
て
ん
＋
付
加
断
熱
並
み
の
環
境

熱
橋
�
�
気
密
確
保
�
容
易

外
断
熱
と
工
法
の
選
択

一
方
、
外
断
熱
は
胴
差
し
や
間

柱
部
の
熱
橋
が
な
く
、
左
中
の

コ
ン
セ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
部
に
や

や
冷
た
い
部
分
が
あ
る
程
度
。

均
一
な
温
度
分
布
だ
。

　

画
像
は
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て

い
た
木
部
熱
橋
問
題
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
て
お
り
、
旭
川
の

よ
う
に
内
外
温
度
差
が
三
〇
℃

以
上
と
な
る
条
件
下
で
は
、
外

断
熱
の
室
内
環
境
は
、
充
て
ん

＋
付
加
断
熱
並
み
の
高
い
水
準

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

外
断
熱
の
比
較

施工後ビスチェック

充てん断熱住宅

測定日：平成15年２月６日午後５時35分　外気温：-8.8℃、室温：21
℃（内外温度差29.8deg）　住宅概要：築３年、グラスウール充てん
100mm、外装サイディング18mm（新省エネ基準相当）

充てん断熱は、断熱補強のない胴差し部分が冷えており
（下部）、その周辺も木部を中心に熱の逃げが大きい

外断熱住宅

測定日：平成15年２月６日午後７時30分　外気温：-8.1℃、室温：23
℃（内外温度差31.1deg）　住宅概要：築１年、フェノールフォーム
外張り50mm、外装サイディング18mm（次世代省エネ基準相当）

外断熱は温度ムラが小さく、熱橋部が見あたらない（左
中はコンセント部）

２階床部分

２階壁部分

胴差部分（２階床巾木付近）

２階壁部分
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木造外断熱の断熱材と工法（Ⅰ地域対象、断熱材メーカーへの取材をもとに編集）

押出スチレン系 ウレタン系 フェノール系 繊維系

商品名 スタイロフォーム カネライトフォーム ミラフォーム アキレス外張りボード ソフランシャダンボード ネオマフォーム スーパーフォーム MAT-GWOSボード マグジオスボード サンボード

発売元　☎ 富士化学工業㈱
☎011-842-3771

北海道カネカ㈱
☎0123-33-5231

㈱ＪＳＰ
☎011-231-2681

アキレス㈱
☎0133-73-9597

東洋ゴム工業㈱
☎03-5955-1232

旭化成建材㈱
☎011-261-5550

ニットーボー東岩㈱
☎011-861-2101

旭ファイバーグラス㈱
☎0467-72-6388

㈱マグ
☎011-232-3411

ニットーボー東岩㈱
☎011-861-2102

断熱材について

1 断熱材の種類 押出発泡ポリスチ
レン板ＢⅢ種

押出発泡ポリスチ
レン板ＢⅢ種

押出発泡ポリスチ
レン板ＢⅢ種

硬質ウレタンフォ
ーム

硬質ウレタンフォ
ーム

フェノールフォー
ム

フェノールフォー
ム

グラスウールボー
ド

グラスウールボー
ド

グラスウールボー
ド

2 断熱性能値（W/mK） 0.028 0.028 0.028 0.024 0.019 0.020 0.020 0.035 0.035 0.035 

3 工法の特徴
10,000棟以上の実
績、高い断熱・気
密性能が得やすい

一層張り工法、3’×
10’など長尺板で
桁上まで一発張り

表面に防水性を持
たせたミラフォー
ムM2Rを使用

屋根断熱以外は完
全一層張り・オー
プン工法

完全一層張り
壁50㎜外張工法で
型式認定取得（等級
４、次世代省エネ）

外張り工法 付加断熱用 主に付加断熱用 施工方法により
様々

4 メリット・差別化 認定講習会を開催
張り手間の簡略
化、高い気密性能
が出やすい

リサイクル可能で
曲げ強度が強く、
屋根たる木への直
張り可能

断熱厚が薄く済む
のでビスへの負担
が小さい、年数回
の勉強会、講習会
開催、全棟気密性
能測定

柱外への張り出し
が薄くなるのでビ
ス長さを短くで
き、家の耐久性ア
ップにつながる

型式認定利用無料

燃えにくく、火災
時に黒煙や有毒ガ
スの発生が極めて
少ない、経時変化
が少ない、断熱厚
を薄く抑えられる

不燃材、リサイク
ル品、柔軟性があ
り施工性がよい

不燃材、リサイク
ル品、施工性がよ
い、コストが比較
的安い

素材の特性（施工
性、柔軟性、不燃
性、石油製品では
ない点など）

5 使用ガス HC系ガス（非フロ
ン系C4H10）

HC F C（代替フロ
ン） 非公表 HCガス HC系ガス（非フロ

ン系C5H12） なし なし なし

6
オゾン層破壊対策
（オゾン破壊係数：
フロン11比） グリーン購入法適

合品

オゾン破壊係数ゼ
ロ

グリーン購入法適
合品

本州は昨年からオ
ゾン破壊係数ゼロ
のHC系ガス発泡品
を製造開始、道内
生産分も切替予定

オゾン破壊係数ゼ
ロ

オゾン破壊係数ゼ
ロ

オゾン破壊係数ほ
ぼゼロ

－ － －

7
地球温暖化対策
（地球温暖化係数：
CO2比）

３以下 HCガスは３以下
ライフサイクルア
セスメント方式で
現在検証中

HC（炭化水素）使用 11

8 耐久性 断熱性・強度が変
わらない

新しい気泡構造に
より、ガスが抜け
ても断熱性能の低
下はほとんどない

断熱性、強度の経
年劣化は少ない

30年以上経過して
も0.024W以上の断
熱性を保持

建材試験センター
測定で製造３年後
0.019W以上の断熱
性能

断熱性能の経時変
化が極めて少ない

耐候性に優れ粉化
劣化しにくい

撥水性を持たすこ
とにより水濡れ時
の排水を改良

撥水性を持たせ、
表面にタイベック
を一体加工

20年前の住宅から
のサンプリングで
経年変化なし

8 その他
吸水しないので断
熱性能が劣化しな
い

昨年秋生産分から
ノンフロン品に

吸水しないので断
熱性能が劣化しな
い

ノンフロン品は希
望があれば本州か
ら取り寄せ可能

熱変形温度200℃
（寸法変化2%以内
･ASTM D696準拠）

ノンフロン品

気密層と工法について

1 気密層の構成 SHS-1は２層張り、
SHS-2はシート張
り、SHS-3は気密下
地＋テープ止め

外壁下地合板上に
気密層を構成

気密断熱ボード＋
テープ止め シート張り

断熱材目地をテー
プ止めまたは上か
ら防水シート張り

1.防湿・気密シー
ト使用
2.合板類＋気密テ
ープ
3.透湿・防水シー
ト使用（ネオマ
の外側）

外壁下地合板の上
に気密層を構成

充てん断熱工法と
同じ

低ホルム対応品合
板の場合はその外
側にポリシート施
工

2 気密層（ポリシートかテープ止めか） 合板テープ止め テープ止め ポリシート テープ止め、ポリ
シートいずれも可

シート張り、また
は合板テープ止め ポリシート

3 屋根断熱か天井か 屋根断熱 桁上断熱推奨 屋根断熱
桁上断熱推奨、屋
根断熱や天井断熱
も対応可能

無落雪以外は屋根
断熱

屋根断熱・桁上断
熱・天井断熱に対
応

工法によりさまざ
ま

工法によりさまざ
ま

工法によりさまざ
ま

火災時の対応

1 ファイアストップなどの措置

通気工法用のファ
イアストップ材を
推奨（松下電工や
大建工業など）

工務店の判断によ
る

工務店の判断によ
る

工務店の判断によ
る

工務店の判断によ
る

工務店の判断によ
る

なし（断熱材は特
性上、炎をあげて
強く燃え上がるこ
とがない）

不燃材のため特に
なし

不燃材のため特に
なし

不燃材のため特に
なし

外装材の支持

1 使用ビス（釘）など
東日本パワーファ
スニング　パネリ
ード推奨

断熱パネルビス 特に指定はない
東日本パワーファ
スニング　パネリ
ード推奨

断熱パネルビス
東日本パワーファ
スニング　パネリ
ード標準

－
横桟工法、または
樹脂スペーサー

木材による持ち出
しや特殊ブラケッ
トを紹介（現在推
奨工法はなし）。
付加断熱の場合は
木材による持ち出
しを推奨

2 施工方法
15㎜窯業系ＳＤな
ら縦250～300㎜が
基準

ビスメーカーのデ
ータを参考に使用

縦150～300㎜、横
455㎜

縦300㎜以下、横
455㎜

455㎜以下（薄型
ALCも含む） －

厚さ100㎜以上とな
るため十分なスペ
ーサーが必要
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ビスの施工と外装材垂れ下がりのイメージ。ビ
スの問題だけでなく、施工不良によっても事故
が起きる。外断熱施工上の大切なポイントだ

　

外
断
熱
の
魅
力
と
し
て
は
、

ま
ず
断
熱
・
気
密
性
を
確
保
し

や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

断
熱
性
に
お
い
て
は
次
世
代
省

エ
ネ
基
準
で
も
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
熱
橋
を
カ
バ
ー
で
き
、
施
工

自
体
も
断
熱
材
は
壁
体
内
の
筋

交
い
や
配
管
・
配
線
に
気
を
遣

　

気
密
施
工
も
防
湿
・
気
密
シ

ー
ト
を
軸
組
外
側
に
回
せ
ば
い

い
の
で
、
胴
差
し
廻
り
の
先
張

り
な
ど
の
面
倒
が
な
く
、
高
い

気
密
性
を
出
し
や
す
い
と
言
え

る
。
軸
組
外
側
に
気
密
層
が
あ

る
の
で
、
気
密
測
定
も
内
装
下

地
の
ボ
ー
ド
を
張
る
前
に
で
き

る
た
め
、
仮
に
測
定
し
て
数
値

が
悪
か
っ
た
場
合
の
補
修
な
ど

も
や
り
や
す
い
。
ま
た
、
軸
組

が
腐
る
要
素
も
な
く
、
軸
組
金

物
に
も
結
露
し
に
く
い
の
で
、

耐
久
性
が
低
下
す
る
心
配
は
ほ

と
ん
ど
い
ら
な
い
。

　

一
方
、
屋
根
断
熱
に
し
た
場

合
は
断
熱
面
積
が
多
く
な
り
コ

ス
ト
が
か
か
る
、
壁
内
が
空
洞

な
の
で
音
が
抜
け
る
と
い
う
点

は
課
題
だ
が
、
屋
根
断
熱
時
は

小
屋
裏
を
収
納
空
間
な
ど
に
使

え
る
と
い
う
付
加
価
値
も
あ

り
、
現
在
で
は
そ
れ
ら
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ト
ー
タ

ル
で
考
え
て
採
用
す
る
ビ
ル
ダ

ー
が
増
え
て
き
た
と
思
う
。

　

施
工
上
は
断
熱
材
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
と
、
外
壁
と
屋
根
と

の
取
り
合
い
な
ど
が
ポ
イ
ン

ト
。
乾
燥
収
縮
に
よ
る
軸
組
木

材
の
動
き
に
追
従
し
て
隙
間
が

で
き
な
い
よ
う
に
、
断
熱
材
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
は
木
材
の
上
に
く

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
外
壁
と

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
・

　
　
　
　
　
　
　
　

工
博　

長
谷
川　

寿
夫
先
生

わ
ず
に
張
っ
て
い
け

る
の
で
、
熟
練
し
た

職
人
で
な
く
て
も
早

く
で
き
る
。
軸
間
に

断
熱
材
が
な
い
の

で
、
真
壁
づ
く
り
な

ど
和
風
の
演
出
も
や

り
や
す
い
。

屋
根
の
取
り
合
い
は
、
断
熱
材

が
離
れ
な
い
よ
う
に
コ
ー
キ
ン

グ
や
テ
ー
プ
処
理
を
行
う
。
防

湿
・
気
密
シ
ー
ト
は
入
れ
た
ほ

う
が
よ
く
、
透
湿
・
防
水
シ
ー

ト
は
断
熱
材
一
層
張
り
の
場
合

や
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
考
え

る
場
合
に
は
施
工
し
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。
ビ
ス
な
ど
は
外

断
熱
専
用
の
部
材
を
選
ん
で
使

用
す
る
こ
と
も
大
事
だ
。

　

外
断
熱
工
法
は
、
技
術
的
に

見
て
高
性
能
住
宅
の
完
成
像
に

近
づ
い
て
い
る
と
思
う
の
で
、

今
後
は
よ
り
施
工
し
や
す
く
、

よ
り
高
い
性
能
を
実
現
で
き
る

工
夫
が
期
待
さ
れ
る
。

　

樹
脂
断
熱
材
の
場
合
、
工
法

上
、
延
焼
を
抑
え
、
煙
が
回
り

に
く
い
構
造
に
し
て
お
く
の
が

ベ
タ
ー
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
Ｓ
Ｈ
Ｓ
工
法
は
通
気
工
法

用
の
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ッ
プ
な
ど

の
措
置
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
は
工
務
店
の
判
断
に

よ
る
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
㈱
奥
野
工
務
店
（
札

幌
市
）
は
軸
間
に
天
井
面
と
面

を
揃
え
て
横
桟
の
フ
ァ
イ
ア
ス

ト
ッ
プ
材
を
施
工
し
て
い
る
。

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
と
同
じ
く
燃

え
抜
け
の
防
止
を
狙
っ
た
も
の

で
、
こ
の
よ
う
な
対
応
は
ぜ
ひ

と
も
ビ
ル
ダ
ー
が
実
施
し
て
い

き
た
い
。

　

火
災
時
の
対
応
と
並
ん
で
特

に
重
要
な
の
が
外
装
材
の
支
持

だ
。
ビ
ス
や
釘
の
施
工
は
通
気

胴
縁
の
上
か
ら
断
熱
材
を
間
に

挟
ん
で
構
造
躯
体
に
打
ち
込
む

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
強
度
が

不
足
す
る
と
外
装
材
の
垂
れ
下

が
り
な
ど
が
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
だ
。

　

施
工
方
法
は
工
法
別
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
定
め
て
お
り
、
四
五

五
㍉
ピ
ッ
チ
の
胴
縁
に
対
し
、

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
縦
二

〇
〇
〜
三
〇
〇
㍉
ピ
ッ
チ
で
ビ

ス
を
施
工
す
る
例
が
多
い
。
タ

イ
ル
な
ど
重
量
外
装
材
の
場
合

は
一
五
〇
㍉
ピ
ッ
チ
と
い
う
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
屋
根
を
除
き
一

棟
で
お
よ
そ
二
千
本
使
用
す

る
。

　

た
だ
、
ビ
ス
ピ
ッ
チ
だ
け
で

言
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
断
熱

パ
ネ
ル
用
の
ビ
ス
メ
ー
カ
ー
は

四
〜
五
社
あ
る
と
い
う
が
、
そ

れ
ぞ
れ
強
度
が
異
な
り
、
一
概

に
『
○
○
ピ
ッ
チ
な
ら
良
い
』

と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
か
ら

だ
。
ビ
ス
の
径
や
長
さ
、
断
熱

材
に
よ
っ
て
も
強
度
は
異
な

る
。

　

主
に
繊
維
系
断
熱
材
に
使
用

す
る
も
の
と
し
て
は
、
専
用
の

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
が
発
売
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
は
四
五
五
㍉
ピ
ッ

チ
の
胴
縁
に
対
し
縦
六
〇
〇
㍉

ピ
ッ
チ
の
施
工
。
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

を
施
工
し
断
熱
材
を
張
る
と

き
、
カ
ッ
タ
ー
で
断
熱
材
を
十

字
に
切
り
裂
く
だ
け
で
納
ま

る
。

　

ビ
ル
ダ
ー
は
断
熱
材
の
断
熱

厚
や
納
ま
り
に
目
が
い
き
が
ち

だ
が
、
外
装
材
の
支
持
の
問
題

は
、
垂
れ
下
が
り
が
発
生
す
る

と
雨
漏
り
な
ど
の
瑕
疵
（
か

し
）
に
直
結
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。

奥野工務店は胴差の下に横桟でファイアストッ
プ材を施工。この横桟材が内装下地の受け材に
もなっている

�
�
選
択
�
施
工

�
強
度
�
決
�
�

外断熱ビルダーインタビュー
㈱奥野工務店　奥野　諭社長

　

二
十
数
年
前
か
ら
外
断
熱
に

取
り
組
み
始
め
、
現
在
は
次
世

代
省
エ
ネ
基
準
対
応
で
も
一
層

張
り
で
済
む
断
熱
性
の
高
さ

や
、
工
法
の
高
性
能
化
に
意
欲

的
な
北
海
道
21
世
紀
構
法
研
究

会
と
い
う
組
織
の
存
在
に
魅
力

を
感
じ
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
硬

質
ウ
レ
タ
ン
ボ
ー
ド
に
よ
る
外

断
熱
工
法
・
ソ
ト
ダ
ン
21
工
法

で
施
工
し
て
い
る
。

　

住
宅
で
一
番
大
事
な
の
は
二

十
五
〜
三
十
五
年
の
ロ
ー
ン
年

数
以
上
の
耐
久
性
を
兼
ね
備
え

て
い
る
こ
と
と
考
え
て
い
る

が
、
外
断
熱
は
軸
組
外
側
に
防

湿
層
が
あ
る
た
め
、
構
造
材
が

湿
気
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
高
い
耐
久
性
が
期
待
で
き

る
。
軸
間
充
て
ん
断
熱
で
も
し

耐久性の面で有利

っ
か
り
施
工
す
れ
ば
性
能
差
は

な
い
が
、
断
熱
欠
損
が
な
く
、

初
め
て
施
工
す
る
大
工
や
外
注

業
者
で
も
、
注
意
す
る
箇
所
を

事
前
に
教
え
て
お
け
ば
高
い
気

密
性
を
確
保
し
や
す
い
の
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
。
当
社
で
は
基

礎
天
端
・
土
台
の
取
り
合
い
を

し
っ
か
り
気
密
化
し
、
桁
上
断

熱
・
屋
根
断
熱
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
相
当
隙
間
面
積
〇
・
二

〜
〇
・
三
平
方
㌢
／
平
方
㍍
を

達
成
し
て
い
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
は
外
断
熱
を
肌
で

感
じ
て
い
る
部
分
は
な
い
が
、

気
密
測
定
・
換
気
風
量
測
定
を

行
っ
て
か
ら
引
き
渡
し
し
て
お

り
、
温
度
差
や
風
が
あ
っ
て
も

快
適
性
は
損
な
わ
れ
な
い
と
説

明
し
て
い
る
。

外断熱ビルダーインタビュー
拓友建設㈱　妻沼　澄夫社長

気密･断熱を目で確認

　

外
断
熱
は
、
十
数
年
前
か
ら

興
味
を
持
ち
、
道
立
北
方
建
築

総
合
研
究
所
の
福
島
明
先
生
か

ら
も
、
「
こ
れ
か
ら
は
外
断
熱

が
普
及
す
る
」
と
ご
教
示
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
会
社
を
平
成

四
年
に
設
立
し
た
が
、
当
時
外

断
熱
工
法
と
し
て
確
立
し
て
い

た
の
は
Ｓ
Ｈ
Ｓ
工
法
の
み
で
、

し
か
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
し
っ

か
り
し
て
い
た
た
め
、
採
用
に

踏
み
切
っ
た
。
年
間
施
工
棟
数

の
だ
い
た
い
六
〜
七
割
が
Ｓ
Ｈ

Ｓ
工
法
。
残
り
は
予
算
等
の
兼

ね
合
い
で
軸
間
＋
付
加
断
熱
と

な
っ
て
い
る
。

　

外
断
熱
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
気

密
・
断
熱
の
状
態
が
目
視
で
確

認
で
き
る
こ
と
と
断
熱
欠
損
が

生
じ
に
く
い
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
特
に
な
い
が
、
採
用
し
た

当
初
は
反
響
音
が
気
に
な
る
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
現

在
で
は
、
間
仕
切
り
壁
に
グ
ラ

ス
ウ
ー
ル
を
入
れ
る
な
ど
の
工

夫
を
し
た
た
め
、
ク
レ
ー
ム
は

な
く
な
っ
た
。
床
材
も
パ
イ
ン

の
無
垢
材
な
ど
を
使
う
と
材
質

が
柔
ら
か
い
た
め
比
較
的
音
が

響
き
に
く
い
。

　

施
工
上
は
、
気
密
処
理
を
テ

ー
プ
に
頼
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
防
湿
シ
ー
ト
の
重
ね
を
多

め
に
し
て
気
密
を
取
っ
て
い

る
。
創
業
当
初
か
ら
防
湿
シ
ー

ト
は
〇
・
二
㍉
厚
を
採
用
、
ま

た
土
台
と
基
礎
天
端
部
分
の
隙

間
が
生
じ
な
い
よ
う
気
密
レ
ー

ル
を
使
っ
て
い
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
、
小
屋
裏

空
間
が
自
由
に
使
え
る
こ
と

と
、
給
排
水
の
凍
結
の
心
配
が

な
い
た
め
水
回
り
の
配
置
も
自

由
に
で
き
る
点
で
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｈ
Ｓ
工
法
で

施
工
し
た
住
宅
で
、
冬
場
に
水

道
凍
結
し
た
と
い
う
ク
レ
ー
ム

は
一
件
も
起
き
て
い
な
い
。

施
工
容
易
�
高
性
能

火
災
時
の
対
応
と
外
装
材
支
持


